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背景と目的 
生態学フィールド調査法は 2008 年から筆者と共同研究者である井本郁子が担当をしている授業で、
生態学的な調査方法を身につけるための実習である。現在は、春学期前半に開講していて、金曜日に

４コマ連続で７回実施している。SFCの内部及び近隣をフィールドとし、植物相と動物相の調査方法
を習得する。限られた時間数であるので、履修者は、調査法、機器の使い方、生物の同定方法、集計、

分析方法、標本の作成方法を習得する。授業とはいえ、約１０年間継続して調査を続けてきているた

め、数々の生物情報を蓄積してきた。特に、植物種については、樹木を中心にこれまで SFC 植物図
鑑も作成してきた。看護医療学部の開設時に設置され、その後管理が放棄されてしまったビオトープ

（生物のための生息空間）（以後看護ビオトープ）を、2014年から一ノ瀬研究会の学生が管理、再生
させるプロジェクトを始めたため、その活動とも連携し、生態学フィールド調査法でも、看護ビオト

ープの生物相の一部を調査してきた。これらの生物情報は、今後授業担当者が変わっても引き続き活

用できるように、資料として整備しておく必要がある。加えて、GIGA科目として開講するためには、
資料を英語で作成する必要がある。申請者は、これまでも別の大学院科目や GIGA科目として開講し
始めたランドスケープエコロジーにおいて、看護ビオトープを始め、SFC内外のフィールドを使った
演習を試みてきたが、それらの授業でも共通して使うことができる資料となり得る。よって、看護ビ

オトープにおける研究成果とあわせ、英語の電子教材を作成することを目的とする。 
 

看護ビオトープについて 
看護ビオトープとは慶應義塾大学看護医療学部のキャンパス裏手に創出された、面積約	 0.18haの
ビオトープのことを指す。ビオトープの東から西の方向へ水路が通っており、植栽されたハンノキを

主体とする湿性植生環境を有する。 
当ビオトープは藤沢市の三大谷戸の一つで生物多様性の高い「遠藤笹窪谷（健康の森）」の下流部に

位置し、立地としては非常に良い環境の中にあると言える。このように健康の森に隣接する当ビオト

ープは、藤沢市の「健康の森基本計画」にも記載されているが、現在の当ビオトープの扱いは「既存

ビオトープ」とされている。 
しかし現状は、しばらく管理の手が入っていなかったため、オオブタクサやセイタカアワダチソウ

などの外来植物が繁茂した環境であり、決して良好であるとは言えない。また、水路は通っているが

流量がとても少なく、造成当初は流れていただろう部分が一部枯れてしまっている。これは当ビオト

ープが盛り土によって形成されているため降雨時に土砂の流失が起こりやすく、さらにはしばらく管

理されなかったことが原因で、土地の傾斜が変わり、水路が移動してしまったことが考えられる。管

理されなかったことが原因でこのようになってしまった。当ビオトープのような人工的に造られた環

境は、適度な管理を欠かすことができない。
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２．調査手法 
① 調査時期 
春学期（5～7月）、秋学期（10～12月） 
② 調査方法 
木本類、草本類を対象に調査を行った。 
木本類の調査では、ビオトープ内の全ての木本類（ただし低木以上に限る。低木は高

さ 0.8m 以上の木本と定義する）の種名、高さ（測桿を用いて計測）、胸高直径（地面
から 1.3m の高さでメジャーを巻き、木の周囲長を計測した）、樹冠の大きさ等を記録
した。樹木にはテープを巻き、ナンバー付けすることで、記録したデータと対応できる

ようにした。冬季にUAVで空撮し、合成した画像から木の位置をプロットした。 
草本類の調査では、ビオトープ内を歩き、見つかった草本類の種名を記録した。必要

に応じて植物を採取、もしくは画像として記録するなどして同定作業を行った。草本類

の調査時に木本類の実生が見つかった場合、それも記録した。 
 
３. 調査で確認された植物種 
概要 
	 調査の結果、記録された総種数は 124 種であり、在来種は 106 種であった。環境省のレ
ッドリスト VU、神奈川県レッドデータブック掲載種Ⅱ類のクゲヌマランが 1株だけ確認さ
れた。藤沢市自然環境実態調査で指標種に選定されている種はフジカンゾウ、ソクズ、コガ

マ、ヒトツバハギの４種、重要種に選定されている種はオニスゲと上記のクゲヌマランが確

認された。（本来重要種であるハンゲショウは当ビオトープでは植栽されたものであるため、

重要種としては評価できない）また、指標種等には指定されていないが藤沢市内でも遠藤で

しか記録がない、ハマハナヤスリが確認されている。 
 

表記に関する注意事項 
・科の配列順序や学名は「平成 23～25 年度藤沢市自然環境実態調査」に従った。 
・環境省 RL：今回の植物調査においては、環境省が定めるレッドリスト（第 4次レッドリ
スト）に含まれる種は確認されなかった。 
・ 神奈川県 RDB：今回の植物調査においては、神奈川県 RDB（「神奈川県レッドデータ生
物調査報告書 2006」（平成 18年 7月 15日、神奈川県 立生命の星・地球博物館））に含ま
れる種は確認されなかった。 
・外来種など：特定外来生物については、「特定外来生物による生態系に係る被害の防止に

関する法律(平成 17 年 3 月改正)」（以下「特外法」）を拠所とした。 
 
‐特定外来：「特外法」で指定される特定外来生物 
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要注意外来生物は「我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト（平成 27
年 3月改正）」 （以下「生態系被害防止外来種リスト」）の成立によって削除され、「生態系
被害防止外来種」として扱われるようになった。よって、「生態系被害防止外来種リスト」

に準拠し、以下のように記載した。 
 
【国外由来の外来種】 
○未定着のもの…定着を予防する外来種（定着予防外来種） 
‐侵入予防外来種 
‐その他の定着予防外来種 
○定着が確認されているもの…総合的に対策が必要な外来種（総合対策外来種） 
‐緊急対策外来種…対策の緊急性が高く、特に、各主体がそれぞれの役割において、 

積極的に防除を行う必要がある種。 
‐重点対策外来種…甚大な被害が予想されるため、特に、各主体のそれぞれの役割に 

おける対策の必要性が高い種。 
‐その他の総合対策外来種 
○産業又は公益的に重要で利用されているもの…適切な管理が必要な産業上重要な外来種

（産業管理外来種） 
‐重点対策：総合対策外来種の内、重点対策外来種 
‐その他：その他の総合対策外来種 

 
 
 
その他については、 「平成 23～25 年度藤沢市自然環境実態調査」の記載に従った。  
‐帰化：「神奈川県植物誌 2001」の記載に準拠し、国内帰化を含み、人為的な導入による
種は含まない  
‐逸出：「神奈川県植物誌 2001」の記載に準拠し、植栽・栽培された個体を起源とする実
生や野生化したもの  
‐植栽：「神奈川県植物誌 2001」の記載に準拠し、人の手による明らかな植栽・栽培個体 
※同一種が、調査箇所によって「帰化」、「逸出」、「植栽」および自生が混在する場合は主た

る確認状況を採用した。 
※同一箇所において、「帰化」、「逸出」、「植栽」および自生が混在する場合は、より自然に

近い確認状況を採用した。（自生＞帰化＞逸出＞植栽）  
 
 
・健康の森の有無：当ビオトープに隣接する健康の森で、その種が確認されているかどうか

を示した。藤沢市自然環境実態調査（平成 23～25年度）時に、確認されている場合は「○」、
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見つかっていない場合は「×」で示した。 
 
・	ビオトープ内での植栽の有無：ビオトープ設計当初の植栽図に記載がある場合、その種

は植栽されたものとした。植栽された種のみ「○」を示した。 
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確認種一覧 
表１：植物	 確認種一覧 
※種名を草本は黒、木本はオレンジ色で記した。 
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毎木調査結果 

 
表 2：毎木調査結果 
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指標種・重要種について 
〇植物 
・指標種 
表 3：植物	 指標種 

 
 
・重要種 
表 4：植物	 重要種 

 
 
４. まとめ 
	 以上の調査結果を踏まえ、SFCの代表的な植物図鑑を英語で作成している。植物図鑑は、
今後も更新を続け、できるだけ多くの種を網羅できるようにする予定である。日本の植物種

が掲載された英語の図鑑はほとんど存在しないため、GIGA の学生が生態学フィールド調
査法を履修するために重要な情報になると考えている。加えて、植物相以外の分類群につい

ても、作成していく予定である。 

1 フジカンゾウ 樹林地

2 ソクズ

3 ヒトツバハギ

4 コガマ 水辺

番号 種名 環境 指標する環境

良好な湿地や水田を指標

良好な林床を指標

林縁 良好な林縁を指標

1 クゲヌマラン 樹林

2 オニスゲ 水辺

生育地が限定的（※）。藤沢市内で発見され、その市 内
の地名を冠する。県 RDB Ⅱ類

番号 種名 環境 選定理由

近年個体数が減少している。


